
令和５年 １２月

ＮＯ.１７３

各種行事・訓練

職場の豆知識

「イメージカラー」
第３師団隊員紹介コーナー

師団集合教育「レンジャー」
～今！💎輝きを放つ栄光のレンジャーき章💎～

師団集合教育「レンジャー」
師団対抗ＩＣＥ訓練
大隊武装走競技会
新着任部隊長紹介
陸士特技課程「初級施設機械操作」
和歌山城クリーン作戦
姫路城クリーン作戦
姫路駐屯地創立７２周年記念行事

近畿の守り人
３Ｄガイズ
ただ今奮闘中
趣味あり〼 表紙写真：師団集合教育「レンジャー」帰還式の様子

（写真上：第３７普通科連隊・写真下：第７普通科連隊）

２府４県近畿の旅
京都府「伏見神寳神社」
～令和６年干支「辰年」に
ぴったりなパワースポット～



１ ３ 師 団 だ よ り 第１７３号 令和５年（２０２３年）１２月

第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

前
野
１
佐
）
及
び
第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

三
浦
１
佐
）
は
、
11
月
24
日
、
そ
れ
ぞ
れ
部
隊
集
合
教
育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
帰

還
式
を
実
施
し
た
。

レ
ン
ジ
ャ
ー
学
生
は
、
教
育
の
総
仕
上
げ
と
な
る
行
動
訓
練
を
終
え
、
過
酷
な

任
務
・
状
況
を
克
服
し
、
気
勢
に
満
ち
溢
れ
た
表
情
で
駐
屯
地
に
帰
還
し
た
。

同
じ
部
隊
の
隊
員
や
家
族
等
に
温
か
く
出
迎
え
ら
れ
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
学
生
の
代

表
が
連
隊
長
に
対
し
て
帰
還
報
告
を
実
施
し
た
。

連
隊
長
は
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
「
固
い
意
志
」
を
表
現
）
を

学
生
一
人
ひ
と
り
に
授
与
し
、
新
た
な
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
が
こ
こ
に
誕
生
し
た
。

出迎えた隊員・家族からの祝福

祝 砲（第３７普通科連隊） レンジャーき章の授与（第３７普通科連隊）

（第３７普通科連隊）

レンジャーき章の授与(第７普通科連隊）祝 砲 (第７普通科連隊）

熱烈な出迎えを受け駐屯地に帰還(第７普通科連隊）

（第７普通科連隊）



２ ３ 師 団 だ よ り 第１７３号 令和５年（２０２３年）１２月

師
団
（
師
団
長

佐
藤
陸
将
）
は
、
12

月
中
旬
、
師
団
対
抗
Ｉ
Ｃ
Ｅ
訓
練
を
実
施

し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｅ
訓
練
は
、
実
際
に
は
で
き
な
い

大
が
か
り
な
訓
練
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
再
現
し
、
部
隊
の
状
況
判
断
と
戦

闘
力
の
組
織
化
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
訓
練
で
は
、
遭
遇
戦
に
よ
り
第
３
師

団
は
第
10
師
団
を
対
抗
部
隊
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
を
通
し
た
激
し
い
戦
闘
を
繰
り
広

げ
た
。

第３特科隊長による火力調整

第
３
偵
察
戦
闘
大
隊
（
大
隊

長

阪
井
２
佐
）
は
、
12
月
初

旬
、
大
隊
武
装
走
競
技
会
を
実

施
し
た
。

競
技
は
中
隊
対
抗
で
行
わ
れ
、

参
加
隊
員
は
、
個
人
装
具
及
び

武
器
を
携
行
し
、
３
㎞
の
コ
ー

ス
を
駆
け
抜
け
た
。

熱
戦
を
制
し
た
の
は
、
偵
察

中
隊
。
大
隊
は
、
戦
技
能
力
の

向
上
及
び
団
結
の
強
化
を
図
っ

た
。

優勝を飾った偵察中隊 懸命に走る選手

競技会スタート

沿道からの声援を受け力走する選手

指揮所訓練の状況

戦況を把握する隊員

師団長

副師団長

幕僚長

師団長による戦闘指導

指揮所訓練の状況

第３特科隊長



３ ３ 師 団 だ よ り 第１７３号 令和５年（２０２３年）１２月

姫
路
駐
屯
地
（
司
令

米
村
１
佐
）
は
12
月
３
日
、
「
姫
路

駐
屯
地
創
立
72
周
年
記
念
行
事
」
を
開
催
し
た
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
、
「
鐵
（
て
つ
）
の
未
来
を
拓
く

～
地
域
と
共
に
～
」

記
念
行
事
で
は
、
観
閲
式
、
訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示
、
音

楽
演
奏
、
マ
ッ
チ
ョ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
訓
練
展
示

で
は
第
３
特
科
隊
が
保
有
す
る
１
５
５
㎜
り
ゅ
う
弾
砲
の
迫
力

あ
る
一
斉
射
撃
、
第
３
高
射
特
科
大
隊
に
よ
る
迅
速
な
対
空
戦

闘
展
開
を
披
露
し
、
約
５
，
５
０
０
人
の
来
場
者
に
対
し
て
部

隊
の
威
容
を
示
し
た
。
地
域
と
共
に
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
記
念

行
事
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

訓練展示（第３特科隊）

阪井 邦丸 ２等陸佐

第３偵察戦闘大隊長兼ねて
今津駐屯地司令

さかい くにまる

「目標を持て・向上心を持て」

要望事項

出身地 大阪府

期 別 ０６Ｂ 一般幹候（防大）

教育訓練研究本部（目黒）から

11
月
下
旬
、
第
３
偵
察
戦
闘
大
隊
長
兼
ね
て
今
津
駐
屯
地
司
令
に

阪
井
２
佐
が
着
任
し
た
。
第
３
師
団
は
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
迎
え

て
任
務
を
継
続
中
で
あ
る
。

訓練展示（第３高射特科大隊）

白鷺太鼓の演奏

マッチョコンテスト

第
37
普
通
科
連
隊

（
連
隊
長

三
浦
１
佐)

は
、
12
月
６
日
及
び
７

日
の
２
日
間
、
和
歌
山

市
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

和
歌
山
城
ク
リ
ー
ン
作

戦
に
参
加
し
た
。

第
37
普
通
科
連
隊
は
、

高
所
で
の
訓
練
を
兼
ね
、

平
成
４
年
か
ら
本
作
戦

に
参
加
し
て
い
る
。

参
加
し
た
約
１
０
０

名
の
隊
員
は
、
天
守
閣

の
屋
根
の
す
す
払
い
、

石
垣
に
生
え
た
草
木
の

除
去
等
を
行
い
、
整
斉

か
つ
安
全
に
作
戦
を
終

了
し
、
地
域
と
の
連
携

を
図
っ
た
。

姫
路
駐
屯
地
（
司
令

米
村
１
佐
）
は
、
12
月

14
日
、
姫
路
市
か
ら
の

依
頼
を
受
け
、
姫
路
城

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加

し
た
。

姫
路
駐
屯
地
は
、
昭

和
51
年
か
ら
毎
年
本
作

戦
に
参
加
し
て
い
る
。

参
加
し
た
約
５
０
０

名
の
隊
員
は
、
堀
の
清

掃
、
天
守
閣
の
す
す
払

い
、
石
垣
に
生
え
た
草

木
の
除
去
を
行
い
、
整

斉
か
つ
安
全
に
作
戦
を

終
了
し
、
地
域
と
の
連

携
を
図
っ
た
。

ドーザによる掘削

掘削した土の運搬・後退の練成

第
３
施
設
大
隊
（
大
隊
長

林
田
２
佐
）
は
12
月
初
旬
、
陸
士
特

技
課
程
「
初
級
施
設
機
械
操
作
」
教
育
を
開
始
し
た
。

本
教
育
に
お
い
て
、
建
設
器
材
に
関
す
る
構
造
・
機
能
に
関
す
る

知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
ド
ー
ザ
に
よ
る
掘
削
、
運
土
等
の
技
能
を

練
成
す
る
。
当
該
特
技
職
に
必
要
な
資
質
を
養
う
た
め
、
教
育
に
臨

む
陸
士
た
ち
の
奮
闘
が
は
じ
ま
っ
た
。



私
の
趣
味
「
ド
ラ
ム
」
を
紹
介
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
家

で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
時
期
に
、
学

生
時
代
夢
中
に
な
っ
て
い
た
ド
ラ
ム
を
ま
た

や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
宅

に
電
子
ド
ラ
ム
を
置
き
、
約
15
年
ぶ
り
に
再

開
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
駐
屯
地
の
音
楽
同
好
会
に
入
部

し
、
ド
ラ
ム
担
当
の
先
輩
に
ド
ラ
ム
の
基
礎

や
リ
ズ
ム
セ
ク
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
１
か
ら

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
気
が
付
け
ば
仕

事
の
後
、
ま
た
休
日
に
も
練
習
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
同
好
会
の
仲
間
と
駐
屯
地
に
行
き
、

自
衛
隊
の
曲
や
Ｊ
ポ
ッ
プ
、
歌
謡
曲
、
ジ
ャ

ズ
な
ど
様
々
な
曲
の
練
習
に
没
頭
す
る
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
同
好
会
の
活
動
は
課
業
後
週
に
２
回

練
習
日
が
設
け
ら
れ
、
新
隊
員
の
入
隊
式
・

修
了
式
等
で
の
演
奏
や
、
市
の
消
防
出
初
め

式
、
京
都
北
部
地
域
の
様
々
な
演
奏
支
援
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
再
び
ド
ラ
ム
演
奏
を
す
る
に
つ
れ
、

バ
ン
ド
活
動
を
し
て
い
た
青
春
時
代
の
わ
く

わ
く
感
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
演

奏
を
通
じ
て
隊
員

の
募
集
や
育
成
の

役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

第３音楽隊（ホルン担当）

陸士長 谷口 尭駿

第
３
音
楽
隊
に
所
属
す
る
谷
口

尭
駿
（
た

に
ぐ
ち

あ
き
と
し
）
士
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

自
衛
官
の
兄
の
姿
、
自
衛
隊
の
災
害
派

遣
等
の
活
躍
を
知
り
、
感
銘
を
受
け
入
隊

を
決
意
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

と
て
も
明
る
く
楽
し
い
部
隊
で
す
。
音

楽
隊
員
と
し
て
技
術
を
磨
き
、
演
奏
で
表

現
で
き
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

９
月
に
滋
賀
県
大
津
市
で
行
わ
れ
た
大

津
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
初

め
て
ソ
ロ
演
奏
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
す
。
と
て
も
気
持
ち
よ
く
吹
け
ま
し

た
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

サ
ッ
ク
ス
担
当
の
柳
原
３
曹
で
す
。
何

事
に
お
い
て
も
常
に
皆
の
先
頭
に
立
ち
、

細
や
か
な
気
遣
い
が
で
き
る
方
で
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
い
な
が
ら
筋
ト
レ

を
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

陸
曹
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
ま
た
、

若
手
隊
員
と
し
て
何
事
に
も
積
極
的
に
行

動
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

自
分
の
担
当
す
る
ホ
ル
ン
の
技
術
、
音

楽
性
を
磨
き
、
音
楽
隊
に
こ
れ
ま
で
以
上

に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

第７普通科連隊第５中隊

３等陸曹 西谷 直樹

４ ３ 師 団 だ よ り 第１７３号 令和５年（２０２３年）１２月

第
３
施
設
大
隊
第
１
中
隊
に
所
属
す
る
井

寺

恭
兵
（
い
で
ら

き
ょ
う
へ
い
）
２
尉

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
校
時
期
、
期
別
は
。

Ａ

令
和
２
年
９
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と

し
て
入
校
し
ま
し
た
。
期
別
は
20
Ｉ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

Ａ

陸
士
か
ら
陸
曹
へ
と
部
隊
勤
務
を
経
験

し
、
自
身
の
更
な
る
資
質
及
び
識
能
の
向

上
が
で
き
る
と
思
い
、
志
望
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

各
職
種
の
同
期
と
苦
楽
を
共
に
で
き
た

こ
と
が
思
い
出
で
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
る
か
。

Ａ

第
２
小
隊
長
と
し
て
、
小
隊
員
を
指
揮

す
る
と
と
も
に
、
後
方
幹
部
と
し
て
兵
站

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

各
種
訓
練
を
計
画
す
る
う
え
で
、
隊
員

の
練
度
に
応
じ
た
計
画
を
作
成
す
る
こ
と

に
苦
労
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
自
衛
官
と
し
て
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

中
隊
長
の
企
図
を
理
解
し
、
自
身
の
考

え
を
も
っ
て
訓
練
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
。

Ａ

知
識
及
び
識
能
を
向
上
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

大
隊
及
び
中
隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
周
り

の
す
べ
て
の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
飛

躍
し
て
い
き
ま
す
。

第３施設大隊第１中隊

２等陸尉 井寺 恭兵

第
３
高
射
特
科
大
隊
は
第
３
師
団
に
お
け
る

唯
一
無
二
の
高
射
特
科
部
隊
で
あ
り
、
一
撃
必

墜
の
信
念
の
も
と
、
近
畿
２
府
４
県
の
防
空
の

盾
と
な
る
べ
く
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
。

今
回
は
、
令
和
５
年
３
月
の
異
動
に
よ
り
指

揮
情
報
中
隊
指
揮
班
で
指
揮
班
長
と
し
て
勤
務

し
て
い
る
藤
岡

佳
幸
（
ふ
じ
お
か

よ
し
ゆ

き
）
２
等
陸
曹
に
話
を
聞
い
た
。

藤
岡
２
曹
は
、
指
揮
班
長
と
し
て
班
員
を
的

確
に
指
揮
し
、
対
空
作
戦
幹
部
の
指
揮
を
受
け
、

対
空
戦
闘
指
揮
統
制
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）

を
操
作
す
る
と
と
も
に
、
目
標
情
報
を
伝
達
す

る
な
ど
、
大
隊
の
対
空
戦
闘
の
要
と
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
部
隊
格
闘
指
導
官
と
し
て
大
隊
、
中

隊
の
格
闘
戦
技
能
力
の
向
上
、
特
に
若
年
隊
員

の
能
力
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

今
後
の
抱
負
を
藤
岡
２
曹
は
「
原
隊
（
第
６

高
射
特
科
大
隊
）
の
良
い
と
こ
ろ
を
普
及
し
、

第
３
高
射
特
科
大
隊
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が

ら
、
よ
り
良
い
部
隊
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
、

新
し
い
風
を
吹
き
こ
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

近
畿
２
府
４
県
の
防
空
を
担
う
藤
岡
２
曹
の

こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

対空キャラバンにてＡＲＵの操作
要領を教育する藤岡２曹

自宅の電子ドラム
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□１面
令和６年訓練始め
※師団隷下部隊の訓練始めを紹介

□２面
・師団武装走競技会

□３面
・戦傷治療集合訓練

・陸士特技課程「部隊暗号通信」
・航空偵察集合訓練

□５面
・みんなの架け橋(兵庫地本)

・職場のマメ知識

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Ｘ
(旧Twitter)

３師団ＳＮＳ【ＱＲコード】

【次号掲載記事（予定）】

Instagram Facebook

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

<伏見神寳神社>

所在地：京都府京都市伏見区深草笹山町１５

伏見稲荷大社内

今
回
は
、
京
都
府
京
都
市
伏
見
区
に
所
在
す
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
「
伏
見
神
寳
神
社
（
ふ
し
み
か
ん
だ
か
ら
じ
ん
じ
ゃ
）
」
を
紹

介
し
ま
す
。
伏
見
神
寳
神
社
は
、
京
都
の
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
伏
見
稲
荷
大
社
」
の
有
名
な
千
本
鳥
居
を
抜
け
、
稲
荷
山
に
通

じ
る
参
拝
道
を
少
し
進
む
と
見
つ
か
る
、
知
る
人
ぞ
知
る
隠
れ
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

伏
見
稲
荷
大
社
は
、
お
稲
荷
さ
ん
な
の
で
狛
狐
（
こ
ま
ぎ
つ
ね
）

が
い
ま
す
が
、
伏
見
神
寳
神
社
に
は
な
ん
と
狛
龍
（
こ
ま
り
ゅ
う
）

が
い
ま
す
。
社
殿
前
に
狛
犬
（
こ
ま
い
ぬ
）
で
は
な
く
、
狛
龍
の

「
天
龍
」
と
「
地
龍
」
が
お
り
、
令
和
６
年
の
干
支
で
あ
る
「
辰
」

ス
ポ
ッ
ト
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
条
城
か
ら
龍
脈

が
通
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
強
力
な
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
も
干
支
に
ま
つ
わ
る
神
社
な
ど
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
り
、
活
力
み
な
ぎ
る
新
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

ふ

し

み

か

ん

だ
か
ら

じ

ん

じ

ゃ

□４面
・師団戦士 （第３特科隊）

・我が部隊の新戦力（第３後方支援連隊）

・一隅を照らす （第３通信大隊）

・私の大切な物 （第３７普通科連隊）

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
い
え
ば
、
白
い
ひ
げ
に
赤
色
の

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
定
番
で
す
。

コ
カ
・
コ
ー
ラ
社
が
１
９
４
３
年
に
作
っ
た
広
告
用

看
板
に
よ
り
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
は
有

名
な
話
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
い
ろ
ん
な
デ
ザ
イ
ン
や

カ
ラ
ー
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
い
た
よ
う
で
す
。

各
国
陸
軍
、
陸
上
自
衛
隊
と
い
え
ば
「
迷
彩
服
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

左
に
各
国
の
迷
彩
を
並
べ
て
み
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
の
迷
彩
（
以
下
、
陸
自
迷
彩
）
を
一
瞬
で

識
別
で
き
た
方
は
、
関
係
者
若
し
く
は
馴
染
み
の
あ
る

方
で
す
。

迷
彩
と
い
う
の
は
活
動
す
る
地
域
の
植
生
等
と
同
化

し
、
存
在
を
隠
す
こ
と
が
目
的
で
す
。
各
国
で
自
分
た

ち
の
活
動
地
域
に
ベ
ス
ト
な
も
の
が
開
発
・
選
択
さ
れ

て
い
ま
す
。
陸
自
迷
彩
は
日
本
の
植
生
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
処
理
し
、
日
本
全
域
で
使
用
で
き
る
よ
う
開
発
さ

れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
６
枚
の
写
真
の
中

で
陸
自
迷
彩
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

正
解
を
知
り
た
い
方
は
、
こ
ち
ら
の
広
報
紙
「
３
師
団

だ
よ
り
」
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
に
陸
自
の
迷
彩
を
す
ぐ
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も

ら
え
る
よ
う
来
年
も
広
報
班
は
頑
張
り
ま
す
。

マメ

著
：
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ジ
ョ
シ
ュ
ア

「
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
」


